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■プロジェクトの概要 大阪・中之島プロジェクト（東地区） １

中之島
地球温暖化対策・ヒートアイランド対策モデル地域（H17）

クールシティ中枢街区パイロット事業モデル街区（H19）

東地区
H21年度着工～

H24年度竣工予定

西地区
H30年度竣工予定



■建築と設備の概要 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ２

東地区
延床面積：約146,000m2

階数：地上37階、地下3階

●フェスティバルホール（2,700席）

●オフィス（有効約2,700m2／階×22階）

●朝日新聞大阪本社（有効約13,500m2）

●河川水利用熱供給施設

（東地区と西地区に熱を供給）

東地区

１．河川水利用熱供給施設によるヒートアイランドの抑制

２．良好な室内環境と省ＣＯ２化の両立
高い環境品質を確保した上で、自然エネルギーや省ＣＯ２効果の高い手法を上手に利用し、

サステナブル建築を推進する

３．得られた成果を利用者に公表して省ＣＯ２意識を啓発
朝日新聞大阪本社･････見学者 年間約2万2千人

（うち小学生は約1万7千人）

フェスティバルホール･･･観客 年間約60万人

アサコムホール････････来場者 年間約2万8千人

☞東地区竣工後に建設予定の西地区にも展開

➢朝日新聞社の環境への取り組み
朝日新聞社は業界に先がけて平成13年1月に朝日新聞環境憲章を制定するなど、全社を挙げて

地球温暖化対策に努めている。本プロジェクトで採用する省ＣＯ２技術は、環境問題について情報

発信を続ける朝日新聞社の姿勢を示したもの

■省ＣＯ２推進事業の概要 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ３



■省ＣＯ２計画 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ４

①自然エネルギーの
上手な利用

②省ＣＯ２と
良好な室内環境の維持

③省ＣＯ２意識の啓発

■省ＣＯ２技術（１） 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ５

河川水利用熱供給施設（別事業）の利用

河川水を利用した 熱供給

施設からの 冷温水を受入

れることで、大気への直接

排熱をなくし、 ヒートアイラ

ンドを抑制する

運転時間帯に 偏りのある

ホールの 運転スケジュー

ル等を 熱供給施設と共有

することで、 蓄熱を含めた

熱源運転の最適化を図る



■省ＣＯ２技術（２） 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ６

エコボイドによる外気冷房

コアの中央部に排気用の

外部空間エコボイドとＯＡ

シャフトを設けて、自然換

気より効率の良い外気冷

房を実現

■省ＣＯ２技術（３） 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ７

ホール変風量床吹出空調

気積の大きいホールの空調では、床吹出によって 効率の良い置換換気を形成するとともに、

観客の温熱環境に影響を与えにくい通路部分の風量を減らして搬送エネルギーを削減する

ＣＯ２センサによる外気量制御と全熱交換器による排熱回収により外気負荷を削減する。

また、外気処理を専用化することで、エネルギー損失の大きい除湿再熱を回避する



■省ＣＯ２技術（４） 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ８

タスクアンビエント空調

オフィス部分の空調では、外気処理空調機から

処理外気を 単独に供給し、 人感センサを空調

制御に利用することで、 在席部（タスク）中心の

空調を行う。 不在部（アンビエント）は、外気の

供給を止め、空調停止 または設定温度条件を

緩和する

高層オフィスの窓まわりには、外部環境に合せて外皮の熱性能を変えるアクティブスキンを導入

➢ 夏 ペリメーターの熱を外部へ放出し、窓まわりの断熱性能を高める

➢ 春 ･ 秋 外が涼しい時はペリメーターファンを停止し、窓の断熱性能を下げて外部に放熱

➢ 冬 ペリメーターの冷気をインテリア冷房に利用する

アクティブスキン

■省ＣＯ２技術（５） 大阪・中之島プロジェクト（東地区） ９

省ＣＯ２量の公表
ＢＥＭＳを活用し、省エネルギーシステムとその省ＣＯ２

量を、新聞社やフェスティバルホールなどを訪れる多く

の人に公表することで、 省ＣＯ２に対する理解を深め、

環境に対する認識が広く波及することを目指す

参加型省エネルギー技術
改正省エネ法 による規制強化により、 テナントオフィス

においても省ＣＯ２運用が求められている。テナント自ら

運転条件を調整することで、 省ＣＯ２を実感し 享受でき

る仕組みを作り、更なる省ＣＯ２運用を促す

省エネルギー技術の体験
河川水利用熱供給施設（地域冷暖房プラント）を含めた

ビル見学者を受け入れ、見学者が様々な省エネルギー

技術を体験することで、省ＣＯ２意識の啓発を図る

➢地域社会への面展開
本プロジェクトが持つ高い公共性により、省ＣＯ２推進活

動を、ビルという“点”から地域社会という“面“へ展開

省ＣＯ２意識の啓発



■環境評価と省ＣＯ２効果 大阪・中之島プロジェクト（東地区） １０

CASBEE新築 Sランク CASBEE-HI Aランク
2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート）2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）
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((仮称仮称))明治安田生命新東陽町ビル明治安田生命新東陽町ビル
省省CO2CO2推進事業推進事業

明治安田生命保険相互会社明治安田生命保険相互会社

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

11

： 東京都江東区東陽2-2
： 30,082㎡
： 95,881㎡
： 地上12階、地下1階、塔屋1階
： 事務所・ホール･宿泊施設(研修用)
： 2009年11月～2011年11月末

計 画 地
敷地面積
延床面積
階 数
用 途
工 期

(仮称)明治安田生命新東陽町ビル省CO2推進事業



22

東西面コア及び南北の深い庇により、外皮負荷をミニマム化

吹抜(内部）とライトウェル(外部)を利用した自然採光・自然換気・ナイトパージ

自然換気とハイブリッド空調、自然風を取り入れる呼吸する外皮（ペリメータ）

再生可能なエネルギーの活用

広大な敷地面積での緑化整備によるヒートアイランド抑制

クールビズに対応する輻射併用空調

ライトビズによる照明エネルギーの削減

在席検知による照明･VAV制御

Ⅰ.低層型スパイラルオフィスが創る先進的なパッシブ建築

Ⅱ．ワークプレイス環境の構築

Ⅲ. 複合用途に適した高効率なエネルギーシステムの構築

Ⅵ．エネルギーマネジメント・エコインフォメーション

高効率熱源・水蓄熱・フリークーリング・ハイブリッド給湯

自然と感じ逢えるオフィス空間

階によって分断されない連続する高交感度オフィス

『プロジェクトの主旨』

『先導的な省CO2技術の全体概要』

33基準階平面図

±0

+1200

+2400

+3600

約110m

110m×110mのスパイラルオフィス

中央部にライトウェルとボイドを設置
ボイドの周囲に連続するスキップフロアを構成

スパイラルオフィスの概念図

Ⅰ.低層型スパイラルオフィスが創る先進的なパッシブ建築



44

吹抜とライトウェルを利用した自然採光・自然換気・ナイトパージ
東西面コア及び南北の深い庇による外皮負荷のミニマム化

約110ｍ

約110ｍ

事務室

事務室

ライトウェル

コミュニティ・ボイド(吹抜)

ボイドによる自然利用の最大化

・自然光の導入

・換気塔として自然換気促進

スパイラル・ボイド(吹抜)

ファサードに空調機械室と

自然換気口を交互に設置

高機能ファサード

東西コア

N

Ⅰ.低層型スパイラルオフィスが創る先進的なパッシブ建築

55

ライトウェル側面の反射スクリーンにて下層へ自然光を導入

ソーラーチムニーより
熱気を排出

熱気を排出

雨水

太陽光発電
パネル

スパイラルボイド上部のルーバーにて直射日射を遮蔽

ライトウェル
(屋外)

スパイラル
・ボイド
(吹抜)

コミュニティ
・ボイド
(吹抜)

外気の
取入

吹抜・ライトウェルを利用した自然換気・自然採光

外気の
取入

Ⅰ.低層型スパイラルオフィスが創る先進的なパッシブ建築



66

エントランスホール

吹抜とライトウェル

Ⅰ.低層型スパイラルオフィスが創る先進的なパッシブ建築

77

深い庇と呼吸する外皮

Low-Eガラス

深い庇による
日射遮蔽

外部バルコニーと一体化したオフィス

ペリメータレス

働く人々が手動で開放し
自然換気を実施

自然換気口
(中央監視より遠隔制御)

【高機能ファサード】

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
ｵﾌｨｽ空調機

循環送風量の
全外気運転が可能

Ⅰ.低層型スパイラルオフィスが創る先進的なパッシブ建築



88

輻射併用
吹出パネル

空調機
(外部ﾌｧｻｰﾄﾞ
に組込)

輻射併用吹出パネル
照度・人感センサー

不在エリアは照明・空調を低減

制御単位
照明：約15㎡
VAV：約70㎡

クールビズに対応する輻射併用空調
ライトビズによる照明エネルギーの低減

Ⅱ．ワークプレイス環境の構築

99

1.高効率熱源（ｲﾝﾊﾞｰﾀﾀｰﾎﾞ･ﾓｼﾞｭｰﾙﾁﾗｰ）の採用
部分負荷効率が高いトップランナー熱源機器により省CO2を図る。

2.熱源運転効率を上げる水蓄熱(高効率水蓄熱槽)
もぐり堰方式の蓄熱槽(4800m3)を採用し深夜電力を最大限活用する。

3.フリークーリングによる冷水予冷
フリークーリングにて一次予冷処理を行い、熱源エネルギーを低減する。

4.冷温水の大温度差送水、変流量システム
大温度差送水･変流量制御にて搬送動力を低減する。

5.ハイブリッド給湯システム
省CO2性の高い電気HP給湯器にてベース負荷を、ベースを超える負荷を即出湯性の高い

ガス給湯器にて処理する。

空調熱源の構成 宿泊室系統給湯熱源の構成

電気HP給湯器

ｶﾞｽ給湯器

貯湯槽 宿泊室給湯

ｲﾝﾊﾞｰﾀﾀｰﾎﾞ

ｶﾞｽ吸収冷温水機

空冷HPﾁﾗｰ

水蓄熱槽

冷却塔

冷水(冷房)

温水(暖房)

Ⅲ．複合用途に適した高効率なエネルギーシステムの構築



1010

館内情報端末に開示するデータサーバーを設けることで省ＣＯ2効果の「見える化」
を図り、働く人々とCO2削減目標を共有し関係者の参加を促すとともに、最高水準
の環境配慮型オフィスにおける省CO2活動を継続的に管理・運用していく。さらに
本社オフィスワーカーによる省CO2活動(PDCAサイクル)のプロセス･効果も全社的
に情報発信し、支社･営業所への波及･普及を期待する。

Hard
・自然エネルギー利用
・輻射空調、ライトビズ照明制御
・高効率熱源システム
・計測計量、データサーバー
・インフォメーションディスプレイ

（館内情報端末）

Energy Management

Soft：「エコインフォメーション」
・コミッショニング・チューニングの
成果を発信

・省CO2効果の実績を「見える化」
（運用時BEE実績値/太陽光発電量/
雨水再利用量etc）

・各セクションの自然エネルギー活用
エリア、省CO2効果を表示

BEMS

エネルギーマネジメント

Ⅵ．エネルギーマネジメント・エコインフォメーション

1111

先導性・先進性
・ 連続する高交感度オフィスを形成する「スパイラルオフィス」は、自然利用を最大

限図る先導的なパッシブ建築として省CO2を実現する。
・ クールビズに対応する輻射空調システムとして「輻射併用吹出パネル」を開発。オ

フィスワーカーの快適性を確保しながら、省エネルギーと共にワークプレイスプロ
ダクティビティの向上を図る。

波及性･普及性
・ 中央の大規模なライトウェルや開放可能な外部バルコニーと一体化した、「自然と

感じ逢えるオフィス空間」を創造。オフィスワーカーの要求に応じて自然との交感
やコミュニケーションを促進する場として、個々の省ＣＯ2活動に向けた意識の向
上を誘発。

・ ライトビズや在席検知による照明・空調制御等によって無駄なエネルギーを徹底し
て削減、「自分の求める環境を働く人々が選択できる次世代オフィス」を創造する。

・ これらの手法によって、新たなる近都心型の「省CO2モデルオフィス」として、普及
していくべき雛形を創出する。

省CO2
・ 一般建物の運用時CO2排出量は115[kg-CO2/㎡年]であるが、汎用性の高い省

CO2対策を集結し、更に今回申請する先進的省CO2対策を導入することで、
75[kg-CO2/㎡年]（35％削減）を達成できる見込みである。



（仮称）東五反田地区（Ｂ地区）
省ＣＯ２推進事業

東洋製罐株式会社

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

事業協力者：

・管理・運営 東罐共栄株式会社

・建築ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 住友信託銀行株式会社

・設計・施工 株式会社 竹中工務店

・IT(WEB)構築 日本電気株式会社

1
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

東洋製罐グループの環境への取り組み東洋製罐グループの環境への取り組み

「包み、はぐくむ。」

東洋製罐グループは、容器包装製造をコアと
した事業を通して、安全・安心への貢献、環
境負荷の低減、使いやすさと楽しさの提供を
行い、豊かで潤いのあるサステイナブルな社
会の構築を目指しています。

【【東洋製罐グループの主な製品東洋製罐グループの主な製品】】



2
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

「ものづくり」で得られた環境対応の知見を「ものづくり」で得られた環境対応の知見を

本社オフィスビルへ本社オフィスビルへ

弊社工場跡地に「緑あふれる」オフィスビルを建設弊社工場跡地に「緑あふれる」オフィスビルを建設

（１９２０年から８０年間工場運営）（１９２０年から８０年間工場運営）

Ｎｏｒｔｈ Ｆｏｒｅｓｔ

Wｅｓｔ
Plaza

Ｓｏｕｔｈ Terrace

超高層ビル（60ｍ以上）

五反田駅

大崎駅

計画概要計画概要

3
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

省省CO2CO2の背景とねらいの背景とねらい

■■「事業者」「事業者」としてとして建物・設備等の建物・設備等のハードウエアの先駆的ハードウエアの先駆的な試みな試み

↓↓ さらにさらに

■■「運用者」「運用者」としてとしてテナント利用者を含む全員参加型の環境負荷低減テナント利用者を含む全員参加型の環境負荷低減を目指すを目指す

「「CO2CO2排出量」「廃棄物排出量」の見せる化排出量」「廃棄物排出量」の見せる化

ビル環境委員会・協議会ビル環境委員会・協議会による施策立案、進捗管理（による施策立案、進捗管理（PDCAPDCAサイクル）サイクル）

■■「地域学童・住民」「地域学童・住民」にに容器を通じた容器を通じた環境情報環境情報を提供し、省を提供し、省CO2CO2意識を啓発意識を啓発

1.都心超高層密集地域
における環境クオリティ
の向上

２. 次世代サスティナブル
オフィスにおける
アクティブ省エネ

３ .テナント参加型
エネルギーマネジメント

（見せる化等）構築

省省CO2CO2の取り組みの取り組み



4
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上

（１）自然エネルギーを最大限に活用するための環境技術①
・高遮熱パッシブ外装システム

日射を効率よく遮蔽する方位対応型の外装

 ■パッシブ外装システムの詳細
縦ルーバー外部縦ルーバー外部縦ルーバー

高性能高性能LOWLOW--ee
ガラスガラス

自然換気口システム自然換気口システム

簡易エアフロー簡易エアフロー

（東西面）（東西面）

外部縦ルーバー外部縦ルーバー 平面図平面図

パースパース 断面図断面図

電動ブラインド電動ブラインド

5
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

（１）自然エネルギーを最大限に活用するための環境技術②

・自然光導入／分割自然換気エコボイド
建物中央部に100ｍ下まで自然光を導入／気圧差に配慮した上下２分割自然換気

・ウォータークールチューブによる外気冷房

 

1４階反射壁による 

低層階までの自然光導入 

太陽光追尾装置（新規改良）による 

低層階までの自然光導入 
気圧差に配慮し、上下２分割したエコボイド

ウォータークールチューブ
による外気冷房

負圧側から排気を行う
中間排気ダクト
（風圧ダンパー付）

１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上



6
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

(２)「都市の森」によるクールスポットと
「風の道」の創出
・外構面積の85％を超える

透水・保水性の地盤・舗装
・外構面積の45％を超える緑化

(３) 大崎に「うぐいす」を呼び戻す
「都市の森」は、ハビタット評価(第
三者評価)を取得し、生物多様性に関
するノーネット・ロスの実現に貢献

Ｎｏｒｔｈ Ｆｏｒｅｓｔ

Wｅｓｔ
Plaza

保水性
舗装

文化情報発信施設Sｏｕｔｈ Terrace

風の道

１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上

（緑のネットワークの形成）

目黒川

島津山

八ツ山

開東閣

御殿山

池田山

計画地

7
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

（４）「都市の森」によるクールスポットと「風の道」の創出とパッシブ型エントランス

１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上１．都心超高層密集地域における環境クオリティの向上

エントランスホール
（パッシブリズミング空調）

ホワイエ

電気室

石目地床吹出

駐車場
駐車場

外気取入
給気塔

廊下
冷却水受水槽

ウォーターチューブ

熱溜り排気ファン

排気塔

熱溜り

ＭＲ
空調機

自然換気
（中間期）

自然換気
（中間期）

光ダクト

落葉樹による
夏期日射遮蔽

クールスポット・
風の道の創出



8
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

高効率なシステムを適切に運転管理できる支援システムの導入

LCEM／BESTを運転予測シミュレータとして最適な熱源の運転パターン設定に活用

２．２．次世代サスティナブルオフィスにおけるアクティブ省エネルギーシステム次世代サスティナブルオフィスにおけるアクティブ省エネルギーシステム

（１）熱源・空調システムの統合運転支援・制御システム

中央監視制御・
オペレータ制御
の支援

運転効率
の高い
システム
運転パターン
を予測シ

ス
テ
ム
総
合
効
率

LCEM・BEST等による
シミュレーション予測

BEMS

負荷率

実績値把握
（計量・計測）

統合運転支援・制御システム

フィードバック

熱源運転パターン

冷水温度
・流量

パターン

蓄熱放熱
温度・流量
パターン

外気温湿度・冷却水温度
冷水負荷率・温水負荷率

システム総合効率

最も運転効率の高い運転条件を決定

繰
り

返
し

予
測

（与条件）

（運転条件１）

（運転条件２）

（予測結果）

排熱回収型
ＨＰチラー

高効率
ターボ冷凍機

水蓄熱槽

高効率
ターボ冷凍機

空冷
ＨＰチラー

排熱回収型
ターボ冷凍機

9
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

省CO2実現に向けたテナント協働体制を入居要件とするテナントオフィスビル

東洋製罐グループ環境委員会
委員長 東洋製罐社長

コミッショニング支援

株式会社竹中工務店

ビル環境委員会

管理運営

東罐共栄株式会社

提案者（事業主）

東洋製罐株式会社

省エネ
部会

テナント環境協議会
環境管理者

東洋製罐株式会社内
省CO２運用ＷＧ

グループ会社内
省CO２運用ＷＧ

テナント会社内
省CO２運用ＷＧ

各環境管理者

東洋製罐グループ各社
グループ各社

東洋製罐
株式会社

各環境管理者

テナント各社

ビル入居者・利用者

３．テナント参加型エネルギーマネジメント（見せる化等）の構築３．テナント参加型エネルギーマネジメント（見せる化等）の構築

（１）事業者・テナント参加型環境協議会の開催

連絡階段

断面図

エコボイド

連絡階段

連絡階段

断面図

エコボイド

連絡階段

東
洋
製
罐
グ
ル
ー
プ

テ
ナ
ン
ト
フ
ロ
ア

1

1

1

東
洋
製
罐
グ
ル
ー
プ

テ
ナ
ン
ト
フ
ロ
ア

1

1

1

断面図



10
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

人感センサーによる空調（VAV）風量ダウン・照度ダウン

WEB（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）で室内空調温度・照度を確認しながら利用者が設定を選択

＋＋

３．テナント参加型エネルギーマネジメント（見せる化等）の構築３．テナント参加型エネルギーマネジメント（見せる化等）の構築

各テナントのオフィス省CO2の取組みを支援する『見せる化』システムを導入
利用者の満足度を維持しつつ、クールビズ・ ウォームビズ・ライトビズを促進

（２）クールビズ・ウォームビズとライトビズ導入支援システム

Firewall

ビルサービス
サーバ

各テナント・ＬＡＮ

各テナントLＡＮ

廃棄物計量管理
システム

中央監視
システム

廃棄物計量
管理サーバ

Firewall

会議室予約システム

BEMS装置

LCDLCD

監視用PC照明制御盤

ＰＣＰＣＰＣ

人感センサー

照度センサー

温度センサー

照明１００％ 照明１００％

ＰＣ ＰＣＰＣ

照明２５％

最低風量（温度成行）
（アンビエントモード）

設定温度２７℃

照明５０％ 照明５０％

設定温度２８℃

テナント別のCO2削減量の見せる化
エネルギー使用量・ゴミ廃棄量の見せる化
空調・照明環境設定・ポイントラリー
空調連動会議室予約

Firewall

ビルサービス
サーバ

各テナント・ＬＡＮ

各テナントLＡＮ

廃棄物計量管理
システム

中央監視
システム

廃棄物計量
管理サーバ

Firewall

会議室予約システム

BEMS装置

LCDLCDLCDLCDLCDLCD

監視用PC照明制御盤

ＰＣＰＣＰＣ

人感センサー

照度センサー

温度センサー

照明１００％ 照明１００％

ＰＣ ＰＣＰＣ

照明２５％

最低風量（温度成行）
（アンビエントモード）

設定温度２７℃

照明５０％ 照明５０％

設定温度２８℃

テナント別のCO2削減量の見せる化
エネルギー使用量・ゴミ廃棄量の見せる化
空調・照明環境設定・ポイントラリー
空調連動会議室予約

11
（仮称）東五反田地区（B地区）省CO2推進事業

まとめまとめ

1.都心超高層密集地域に
おける環境クオリティの向上

３.テナント参加型エネルギー
マネジメント（見せる化等）構築

２.次世代サスティナブルオフィス
におけるアクティブ省エネ

●方位別対応型高遮熱パッシブ外装システム
●建物中央部に自然光を導入するエコボイド
●自然換気を促進する低層・高層分割エコボイド
● 「都市の森」と「風の道」創出による

ヒートアイランド抑制
●ハビタット評価による生物多様性維持・促進
●外気冷却システム（ウォーターチューブ）の開発

● LCEM/BEST等を利用した
省CO2空調・熱源統合型運転制御支援システム

●省CO2実現に向けたテナント協働体制を必須要件とし、
クールビズ・ウォームビズ・ライトビズ・省ゴミ等
省CO2に取り組める環境を構築

● 「見せる化」技術によるビル利用者参加型
省CO2ポイントラリー制度の導入

●会議室予約システムと空調を連動させた効率的な省エネ制御

文化情報発信施設を設置し、積極的な環境情報を発信
・容器を通じて、地域学童・住民へ地球環境を

考える場として提供
・省CO2意識を啓発

環境コミュニケーションの充実

さらに



東京電機大学東京電機大学
東京千住キャンパス建設を端緒とする東京千住キャンパス建設を端緒とする

省省COCO２エコキャンパス推進計画２エコキャンパス推進計画

提案者名提案者名

学校法人学校法人 東京電機大学東京電機大学

足立区足立区

株式会社株式会社 槇総合計画事務所槇総合計画事務所

株式会社株式会社 日建設計日建設計

株式会社株式会社 日建設計総合研究所日建設計総合研究所

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

東京電機大学 東京千住キャンパス建設を端緒とする省ＣＯ２エコキャンパス推進計画 2

Ｎ棟
（仮称）

Ｓ棟
（仮称）

Ｅ棟
（仮称）

Ｗ棟
（仮称）

北千住駅

交通広場

上野、大手町方面

ホール屋上庭園

屋上庭園

学生会館

第2期計画地

（Ⅰ街区）

キャンパス
プラザ
（仮称）

中央コミュニティ広場
（仮称）

交流プラザ
（仮称）

体育館

CO2排出量2,500t-CO2/年削減を実現する緑のキャンパス

足立区と協働する地域に
開かれたエコキャンパス

緑豊かな景観（みどり率４０％）
防災拠点（蓄熱用水の転用）
地域向け環境教育プログラム



東京電機大学 東京千住キャンパス建設を端緒とする省ＣＯ２エコキャンパス推進計画 3

大学の特徴を考慮した、先導的な省CO2技術の実践

●利用形態は、非常に不規則！

・使う部屋 ／ 使わない部屋

・人の多い部屋 ／ 少ない部屋

しかも、 その

学生・研究者は、気ま
ま

時間・ 場所が変

化

●●高効率エネルギー利用高効率エネルギー利用

●●先端技術による徹底した負荷削減先端技術による徹底した負荷削減

（気ままな要求を満足しつつ・・・・）（気ままな要求を満足しつつ・・・・）

●●再生可能・未利用エネルギー利用再生可能・未利用エネルギー利用

●●全員参加型エネルギー管理全員参加型エネルギー管理

・必要な時、必要な場所、必要な分の空調・照明

・外皮負荷・外気負荷の削減

・内部負荷の削減

普及普及
●キャンパス自体を教材とした教育

学生への
地域・社会への
管理者への

足立区 電機大学

見える化

東京電機大学 東京千住キャンパス建設を端緒とする省ＣＯ２エコキャンパス推進計画 4

エコキャンパスのトップランナーを目指す

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排
出

量
[t
-
C
O
2
/
年

]

熱源（主機） 熱源(補機) 熱搬送 照明 コンセント 換気 その他

CO2排出量
2,500t-CO2/年削減

４８％削減

■■ ＣＯＣＯ２２排出量目標排出量目標

基準モデル比基準モデル比
2,500t2,500t--COCO22//年削減年削減
4848％削減％削減
37kg37kg--COCO２２/(/(㎡㎡・年・年))

東京都の理工系大学の東京都の理工系大学の
トップランナーを目指すトップランナーを目指す

東京都の理工系大学の
延床面積とCO2排出量の関係

基準モデル：当該プロジェクトの無対策モデル
東京都の理工系大学のデータ：東京都HPデータより作成

0

5,000

10,000

15,000

0 100,000 200,000

延床面積[㎡]

年
間
C
O

2
排
出
量
[t
-
C
O
2
/
年

]

東京都の理工系大学の平均値
79.8kg-CO2/（㎡・年）

基準モデル
71.6kg-CO2/（㎡・年）

目標値
37.0kg-CO2/（㎡・年）



東京電機大学 東京千住キャンパス建設を端緒とする省ＣＯ２エコキャンパス推進計画 5

▽RF

▽2F

▽5F

▽4F

▽3F

▽2F

▽1F

▽10F

▽9F

▽8F

▽7F

▽6F

▽3F

▽2F

▽1F

▽5F

▽4F

▽3F

▽2F

▽1F

▽10F

▽9F

▽8F

▽7F

▽6F

▽M2F

熱源機械室

教員個室
▽14F

▽6F

ホール

教室

氷蓄熱

どこでも

みえる化

R

どこでも

みえる化

どこでも

みえる化

どこでも

みえる化

ＣＴ

R

ＶＡＶＡＨＵ

ＶＡＶＡＨＵ

AHU

AHU

AHU

ＡＨＵ

ＡＨＵ

FCU

FCU

▽5F

ピロティ
HP

▽1F

製氷用

冷凍機

▽4F

▽3F

目標を達成するための主な省CO2技術

WW棟棟 Ｓ棟Ｓ棟 Ｅ棟Ｅ棟 Ｎ棟Ｎ棟
・便所洗浄水
・植栽散水

既存トレンチを
利用した外気冷房

雨水利用

地中熱ヒートポンプによる
ピロティの床暖房

高い緑化率による
緑の拠点・

風の流れ形成

屋上緑化
屋上庭園

屋上緑化
屋上庭園

太陽光発電電力の直流送電

再生可能・未利用再生可能・未利用
エネルギー利用エネルギー利用

連
結
縦
型
蓄
熱
槽

高効率
ターボ冷凍機

氷蓄熱を利用した
低温冷水での潜顕
熱分離空調による
日中のCOP向上

ＦＣＵでの教員個室への
フレキシブルな対応

キ

ュ
ー

ブ
ア
イ
ス
・
ス
ラ
リ
ー

蓄
熱

各階分散ポンプシステム

冷凍機排熱による
低温温水暖房

冷温水大温度差利用

高効率手法高効率手法

市民への
環境教育の場

学生への
環境教育の場

デジタルサイネージによる
「省CO2どこでも見える化」

管理・情報・教育管理・情報・教育

エアフローウインドウ
自動制御ブラインド

低温冷水を利用した
変動微風空調

在室人数による
導入外気量制御

カリキュラム
在室状況による
照明制御
照度による
調光制御

負荷削減手法負荷削減手法
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CRCR

太陽光追尾型

自動調光ブラインド

換気口
カードリーダー

ファン

外皮負荷・外気負荷の削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排
出
量
[t
-
C
O
2
/
年
]

負荷削減手法：14%削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排
出
量
[t
-
C
O
2
/
年
]

負荷削減手法：14%削減

大学初の高効率エアフローウインドウシステム

℃

エアフロー
ウインドウ

一般窓
（シングルガラス＋ブラインド）

ブラインド
内蔵二重窓

夏期におけるインナーサッシ表面温度実測結果

大学の特徴である大きな換気量を活用

→ 外皮負荷削減（断熱性能・日射遮蔽性能向上）

在館システム連動外気量制御

窓際の環境改善
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ターミナルコントローラ

照明制御盤

廊下

徹底した照明・コンセント負荷の削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排
出
量
[t
-
C
O
2
/
年
]

負荷削減手法：14%削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排
出
量
[t
-
C
O
2
/
年
]

負荷削減手法：14%削減

明るさセンサー・人感センサー
による照明負荷削減

高効率照明器具
(Ｈf蛍光灯)

太陽光発電
による直流利用

ＬＥＤ照明

待機電力削減対応
コンセント

必要な時、必要な場所、必要な分だけ照明
必要な時、必要な場所、必要な分だけ電力供給
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■■変動微風空調システム変動微風空調システム
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排
出
量
[t
-
C
O
2
/
年
]

負荷削減手法：14%削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排
出
量
[t
-
C
O
2
/
年
]

負荷削減手法：14%削減

必要な時、必要な場所 、必要な分だけ空調
変動微風空調による室温緩和

未使用の場合在室人数が少ない場合在室人数が多い場合

徹底した教室の空調負荷削減

温感センサー（開発）
による快適性維持

  

温熱感センサー

A系統

B系統

A系統

B系統

A系統

B系統

A系統

B系統

停止 停止

必要な場所のみ
空調・照明

使わない部屋は
確実に停止

変動微風と低温送風で
室温緩和

某オフィスで
10％削減実証済み

（25℃50％→28℃40％+間欠微風）
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セントラルと個別の融合

製氷機

ターボ冷凍機

冷却塔

縦
型
蓄
熱
槽

■■熱製造側■熱製造側■
（セントラルの良さの活用）（セントラルの良さの活用）

■■熱利用側■熱利用側■

温
水

温
水

冷
水

フレキシビリティ
（フリー冷暖取出）

冷却水の暖房利用
によるＣＯＰの倍増

高密度蓄熱
（温度成層、高IPF（キューブアイス）

ファンコイル

外調機

空調機

吹出口吹出口

CR

ＶＡＶ

ファンコイル

外調機

空調機

吹出口吹出口

CR

ＶＡＶ

ヒートポンプシステムを最大限活用

高効率ヒートポンプ

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排

出
量

[t
-C

O
2/

年
]

高効率手法：1８%削減
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セントラルと個別の融合

ファンコイル

外調機

■■熱利用側■熱利用側■
（個別の良さの活用）（個別の良さの活用）

必要な時、必要な場所、必要な分だけ高効率に空調

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排

出
量

[t
-
C
O
2
/
年
]

高効率手法：1８%削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2
排

出
量

[t
-
C
O
2
/
年
]

高効率手法：1８%削減

■■熱製造側■熱製造側■

空調機

吹出口吹出口

CR

変動用VAV

分散ポンプシステム

低温送風空調システム

潜顕熱分離空調システム

大温度差空調システム

変動微風空調システム

休日・土日は熱源を止めて
蓄熱のみで運転可能

ターボ冷凍機

空冷ヒートポンプ

製氷機

縦
型
蓄
熱
槽

温
水

温
水

冷
水

製氷機

縦
型
蓄
熱
槽

温
水

温
水

冷
水

冷却塔
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情報システムと連携した省CO2

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2排

出
量
[t
-
C
O
2
/
年

]

管理・情報化手法：1２%削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

標準建物 負荷削減手法 自然エネルギー
未利用エネルギー

高効率機器
システム

運転管理の適正化
情報システムとの連携

C
O
2排

出
量
[t
-
C
O
2
/
年

]

管理・情報化手法：1２%削減

教室の
スケジュール管理

学生・教員の
在室管理

運転制御と連動して省エネ実現 省ＣＯ２の 『見（魅）せる化』
（デジタルサイネージ）

（Ｗｅｂによるリアルタイム情報発信）

カード
リーダー

制御

学生が１人づつ持っている

11月４日（火）化学Ａ

13：00～14：30
出席人数：102人

用途毎に計量
（空調・照明・コンセント他）

部屋毎に計量
（教室・研究室・実験室）
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情報公開と教育への活用

省CO2の活動・普及

『『見える化見える化』』

5,500人の学生・教職員と
足立区住民による
省CO2の活動・普及

◆◆学生に見える学生に見える
『環境教育プログラム』

◆◆地域に見える地域に見える
『地域住民向け公開セミナー』

◆◆管理者に見える管理者に見える
『BEMSによる省CO2検証』

エネルギー使用情報や課金情報に基づくエネルギー使用情報や課金情報に基づく
省エネ省コスト意識の涵養省エネ省コスト意識の涵養
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